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Summary

　　　We　have　investigated　the　transition　of　the　third　molar，　or　wisdom　teeth，　of　undergradu・

ates　students　at　our　college　during　the　academic　year，1985・1986．　These　data　were　compar・

ed　to　previous　reports　compiled　from　1977　to　1984．

1）The　four　wisdom　teeth　were　symbolically　represented　in　sixteen　combinations；器

　　　部」弔♀に「脂平てお肝一倍計≧一Ω七「」斗一干5トーtr十．
　　　Cases　wh・・e　all　f・u・teeth　erupt・d（器）・・wh・・e　n・teeth・・upt・d（十）w・・e

　　　common，　while　cases　of　only　one　tooth　erupting　in　each　jaw（て十≧，Ω七「，剖一一，てP）

　　　were　rare．

2）There　appears　to　be　no　re】ationship　between　a　tooth’s　erupti皿and　its　visibility　on

　　　x－ray　film．　On　the　average，　one　tooth　seen　on　the　x・ray　film　will　erupt．

3）According　to　the　data　from　1977・1984，4．4％of　all　erupted　teeth　had　incomplete　root

　　　apices，　compared　with　3％for　the　1985・1986　sample．　However，　of　completely　impacted

　　　teeth，　the　percentages　increased　from　24％to　46％，　respectively．

4）The　inclination　of　the　wisdom　teeth　examined　was　mostly　vertical　in　the　maxilla，　while

　　　it　was　mesial　or　horizontal　in　the　madible．　This　inclination　was　similar　to　that　in

（1988年3月15日受理）
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　prevlous　reports．

5）The　percentage　of　the　wisdom　teeth　restored　was　higher　than　that　of　the　previous

　reports．　The　number　of　teeth　restored　by　resin　filling，　were　16．　ln　contrast，　none　were

　seen　ln　prevlous　reports．

6）The　percentage　of　unerupted　teeth　other　than　wisdom　teeth　was　1．1％which　is　less　than

　the　3．7％in　previous　reports．　Completely　impacted　teeth　other　than　wisdom　teeth　were

　gout　of　266　people　studied．　This　number　in　less　than　that　in　the　previous　reports，　which

　was　21　in　1287　people，　but　the　percentage　is　higher．

7）The　percentage　of　extracted　wisdom　teeth　was　22．0％（1350ut　of　613），　which　was

　　almost　similar　to　the　percentage　of　19．7％（6130ut　of　3110）shown　in　the　previous

　reports，　If　is　important　to　note　that　130　wisdom　teeth　out　of　135　were　extracted　without

　　anti－inflammatory　treatment　during　dental　clinical　training．

8）The　percentage　of　extracted　wisdom　teeth　with　vertical　inclination　was　64．5％（4040ut

　　of　626）．　This　percentage　is　similar　to　that　of　63．7％（19810ut　of　3110）shown　in　previous

　reports．

緒 言

　本題に関する報告は、すでに、第1報1）（昭和52、

53、54年度一429名、智歯1，044歯）、第II報2）（昭和

55、56、57年度一581名、智歯1，428歯）、第III報3）（昭

和58、59年度一277名、智歯638歯）として、その調

査結果を発表してきた。今回は、これにひきつづ

き、昭和60，61年度の臨床実習学生266名，智歯626

歯の一年間にわたる推移を括め得たので、前報と

比較し、ここに報告する。

調査対象および方法

　調査対象は本学臨床実習学生，第9，10期生，

計266名（♂225名、♀41名）で、調査資料として、

カルテ，オルソパントモ像，デンタル像，口腔内

カラー写真，ならびに上下顎石膏模型をとりあげ，

実習開始時と終了時を比較検討し、かつライター

立会のもとの直接確認を行ったものである．

　今，それぞれの調査基準を略記すると次のごと

くである。

　1）被検者における智歯の存在，萌出状態をレ

線像にのみ診られるものと、口腔内にて視診観察

されるものとに二別し、さらに、これを部位別萌

出の組合せにしたがい16分類している。

　2）萌出歯，半埋伏および完全埋伏歯の判定は

上下顎石膏模型，口腔内カラー写真，カルテ記載

をもとに分類した．すなわち，歯冠全部が口腔内

に現われているものを萌出歯，歯冠一部のみ見せ

るものを半埋伏歯，歯冠部が歯肉下，または骨内

にあるものを完全埋伏歯としている。

　3）智歯の傾斜による分類は，河本4）の傾斜角

度測定法に準じた．すなわち，オルソパントモレ

線像上における各歯の咬頭頂を結んだ線（前方歯

欠損の場合は，歯槽頂線，あるいはこれを平行し

た仮想線）に垂線をおろし，この垂線に対する智

歯長軸の示す角度を測定したものである．この基

準にしたがって下顎では，近心側＋30°～遠心側一

10°の間を垂直域としてあつかい，それ以上の角度

を示すものを近心傾斜および水平，それ以下のも

のを遠心傾斜として，処理分類してある．また，

上顎では，＋10°～－30°を垂直とし，それ以上を近

心傾斜および水平とし，それ以下を遠心傾斜と分

類した．なお，上下顎とも，頬，舌側に傾きを示

しているものを合せて，頬・舌傾斜としてあつかっ

た．

　4）根の完成，未完成の分類は，レ線像上にて

根尖の狭少閉鎖を診たものを完成とし，根尖部が

未だ開孔状態にあるものを未完成としてある．

　5）智歯の処置状態は，充墳処置，冠装着，架

橋義歯の支台と別け，それぞれを部位別に記載し

た．

　6）智歯以外の埋伏歯，先天欠如については，

カルテ記載にもとずき，オルソパントモや，形態

で確かめたが，なかには歯牙名を決定しにくいも

のもあり，特に下顎前歯，ならびに上下顎小臼歯

部などでは鑑別に困難を覚えたので，その部位名
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100

50

年　齢 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 計
第IV報

♂ 0 21 77 52 31 16 7 5 8 0 2 1 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 225

♀ 1 9 17 6 5 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 41

計 1 30 94 58 36 17 7 6 9 1 2 1 1 2 1 1 0 0 0 0 0 0 266

♂ 150 448 244 116 55 33 25 10 14 11 6 7 3 3 2 0 1 1 1 0 0 1 1131第1～III報

♀ 49 74 19 11 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 156

計 199 522 263 127 55 33 27 10 15 11 6 7 3 3 2 0 1 1 1 0 0 1 1287

を付し取扱った．

調査結果

1．対象学生の数とその年齢分布

　学生数は計266名で，表1のごとく，♂225名，

♀41名，その年齢分布は，約82％が23～26歳に占

められていた．

2．部位別智歯の存在と萌出状態

　智歯存在の部位別組合せを16分類した場合，表

2のごとき（縦軸はレ線上に認められたもの，横

軸は口腔内萌出歯を，各々○で示し萌出状態を現

わした）結果をみている．すなわち，

　A）レ線所見で智歯の存在をみるものは，器

……V1例，284歯で，そのうち135歯が萌出してお

り，しかし鍋上下左右全智歯が萌出しているも

のは14例と少なかった．これに対し，全く萌出し

ていない智歯存在は17例を数えた．このほか多く

みられた組合せは一Zf6’……30例で，うち全て萌

出しているもの8例，すべて萌出していないもの

18例を数えた．また，ごく少ない組合せは，上下

左右対角線上に存在していた「5ド≧…1例、斗「…

5例をみたものである．

　B）部位別智歯の計は，Ω」…152歯，L⊆≧…95

歯，て］…160歯，「d…165歯であった．上下顎比，

左右側比，共にほぼ同様に存在を示していた．

　C）部位別智歯の傾斜（表3）

　上顎一Q．LQ一では，近心傾斜および水平…41歯，

垂直…245歯を示し，下顎「司てアでは，近心傾斜お

よび水平…124歯，垂直159歯を示し，上下顎とも

垂直に位置する歯牙が多くみられている．また，

遠心傾斜は，≦⊇」Ω．…6歯，て汀σ一…7歯を，頬・

舌傾斜は一Q．LQ－…9歯，－dT6－…35歯を示し，特

に下顎智歯に多い傾向がみられた．

　D）根の完成，未完成と萌出状態

　根尖状態の不詳例2歯を除くと，約80％（497歯／

624歯）に根の完成をみている．すなわち上顎では，

約75％（224／300歯），下顎では約84％（273歯／324

歯）を示していたものである（表4）．また，さら

に萌出歯と完全埋伏歯との差が，根の完成，未完

成とどの程度，関連しているかを比較したところ，

萌出歯295歯中286歯，半埋伏歯120歯中99歯に根の

完成をみたのに対し，完全埋伏歯209歯中では，根

の完成は112歯，未完成97歯の結果をみている．明

らかに萌出歯に根の完成が多いことを認めた（表

5）．

3．智歯の保存，補綴的処置（表6）
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表2：部位別智歯の存在と萌出

　　　萌　　出　　歯

器 斗 弔 計 十 半 十 斗 十 十 斗 斗 ÷ 十 十 十 計

帯 14 4 5 2 1 11 3 1 5 8 17 71

斗 3 3 1 3 1 11

雫 5 6 2 2 15

計 2 6 6 14

十 6 1 4 1 1 3 16

半 6 1 3 9 19

十 8 3 1 18 30

斗 2 1 1 4 8

上 2 2 3 7

ヰ 1 1

斗 3 1 1 5

斗 4 5 9

十 4 5 9

ナ 1 8 9

十 4 3 7

十 35 35

計 14 7 10 2 7 26 14 3 6 3 3 18 22 5 7 120

第1～m
合　計

407

59

68

54

61

84

130

19

25

14

20

31

31

58

52

174

第トHI
　　　219　　53　　57　　45　　42　　85　　102　　26　　25　　　16　　21　　49　　59　　62　　63　　363
報合計

　なんらかの修復処置が施され，口腔機能上活用

されていた智歯は，計85歯であった．処置の分類

では，金属充填が最も多く計60歯を数え，次いで

レジン充填…16歯，他9歯は，冠装着，架橋義歯

支台として使用されていたのを知った．

4．智歯以外の先天欠如，埋伏歯（表7）

　先天欠如は，劃，可，i’r部に各1例あり，埋

伏歯は，ユLL部に3例と，　LL，匿，匿，匝，

L9一部に各1例をみる他，下顎司部の1例を数え

たものである．

5．智歯に対する臨床実習中の外科的処置，なら

びに一年間の推移

　臨床実習の外科的処置は，表8のごとく，消炎

処置を受けたのみで抜去されなかった7歯，消炎

処置後抜去された5歯，消炎処置なく抜去された

130歯を示している．ちなみに抜去智歯の萌出状態

は，上顎における計61歯中，萌出歯…44歯，半埋

伏歯…11歯，完全埋伏歯…7歯であり，下顎では

計74歯中，萌出歯…14歯，半埋伏歯…36歯，完全

埋伏歯…24歯であった．上顎にては萌出歯，下顎

では半埋伏歯，完全埋伏歯の抜去例が多いのをみ

ている．
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表3：部位別智歯の傾斜

近心傾斜

yび水平
垂　直 遠心傾斜 頬舌傾斜 合　　計

．Ω」 24 117 3 8 152

工 17 128 3 1 149

司 68 70 5 17 160

厄 56 89 2 18 165

上 41 245 6 9 301第IV報

下 124 159 7 35 325

上下

㈹v
165 404 13 44 626

上 132 1178 77 108 1492第1～m報

下 741 803 35 39 1618

上下

㈹v
873 1981 112 147 3110

　大きく一年間にわたる智歯存在の推移は，表9

のごとく，実習開始時に626歯を数えたものが，実

習中に135歯抜去され，終了時には491歯が残存し

ていた結果を得たものである．

考察および要約

　智歯に関しては，歯牙形態5），萌出時期と萌出

パーセント6），あるいは智歯難生7“’9），周囲炎から

顎炎の惹起など1°“’15），種々なる方向からの調査，

研究がなされている．

　本調査に関連した報告では，東大入学志願者

10，039名を対象とした斉藤，尾崎22）の成績で81号

が全萌出しているもの3000例，十全く萌出をみな

いもの3393例が最も多くみられ，また上下左右歯

が対角線的に萌出している場合（dQ，十）が

表4：根の完成・未完成と萌出状態一1

完　　　成 未　完　成 不　　　明

萌出 半埋 完埋 計① 萌出 半埋 完埋 計② 萌出 半埋 完埋 計③

合　計

@＋②＋③

旦 80 12 19 111 2 3 35 40 0 0 1 1 152

但 89 9 15 113 6 4 26 36 0 0 0 0 149

司 55 41 38 134 0 6 20 26 0 0 0 0 160

厄 62 37 40 139 1 8 16 25 0 0 1 1 165

上 169 21 34 224 8 7 61 76 0 0 1 1 301第W報

下 117 78 78 273 1 14 36 51 0 0 1 1 325

合計 286 99 112 497 9 21 97 127 0 0 2 2 626

上 910 107 214 1231 55 18 133 206 8 6 41 55 1492
第1　｜III報

下 640 418 389 1447 17 42 59 118 6 15 32 53 1618

合計 1550 525 603 2678 72 60 192 324 14 21 73 108 3110

第

IV

報

第
I

s

nI

報

表5：根の完成・未完成と萌出状態一2

根完成 未完成 不　明 計 未完成率％

萌　出 286 9 0 295 3

半　埋 99 21 0 120

完　埋 112 97 2 211 46

計 497 127 2 626

萌　出 1550 72 14 1636 4．4

半　埋 525 60 21 606

完　埋 603 192 73 868 24．2

計 2678 324 108 3110

表6二保存・補綴処置

第IV報 第1～III報 第IV報 第1～m報

琴支台 金属充填
膓差填 冠支台 金属充填

膓託填 合計 合計

．Ω」 2 13 1 10 53 0 16 63

匝 3 15 1 13 62 0 19 75

司 3 19 5 17 99 0 27 116

厄 1 13 9 17 100 0 23 117

上顎 5 28 2 23 115 0 35 138

下顎 4 32 14 34 199 0 50 233

計 9 60 16 57 314 0 85 371
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　　　　　表7：智歯以外の先天欠如、埋伏歯
　　　　　　　　　①

　　　　　　　　　　　①①

第1－III報先天欠如』一÷÷一｝計釜・48歯

③　③⑥　①⑥　　　　②
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

）　　　　　）　　）　　　　　）

⑧　②　⑥　③　　　⑧

71

第IV報　埋伏歯

第1～III報　埋伏歯

　　　　　　　　　　　国国［封［コ　［コ　　　　田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　回

回　　　　　回　回［1］団回　　　　　　　　　囚

　　　　　　　　　　　　
一一9；llll；ll；lllll－9計誓・2・歯
　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　回　　　　　　　　　　回

第IV報　被検者：266名

第1～m報　被検者：1287名

表8：実習中の外科的処置

消炎処置田と抜歯

@　H

消炎処置田と抜歯

@　（→

消炎処置日と抜歯

@　円
完全埋伏

半埋伏

104 000 000 000 4620 3524

萌　　出

小合計 呈
萌　　出

半埋伏

100 010 201 011 42111 81411

完全埋伏

第IV報合計 7 5 130

表9　智歯の1年間の推移

実習開始時 実習中抜歯 実習終了時

1521149

鵠
1221118

第IV報合計 626 135 491

第　1　報 1，044 192 832

第　II報 1，428 278 1，150

第　HI報 638 143 495

第1～III報

〟@計
3，110 613 2，477

第ト皿報

合　　計
33 47 566

最も少ない結果であった事，あるいは，下顎智歯

を中心に萌出，植立角度に関する河本の分類など，

または金森の歯性顎炎原因歯925歯中，智歯が198

歯（上顎22歯，下顎176歯）が占められている報告，

徳植の，口腔領域でX線撮影を要した疾患中，智

歯が最も多数であったとの成績など，古くからの

ものも多い．また壮丁予備検診者の智歯などの報

告16・17）も出されている．青年層に対する智歯萌出

状態も重視されているらしい18，．

　しかしながら，これらの調査報告は，一時点で

の調査，蓄積された各症例の括めからのもので

あった．デンタル像による計測の困難さと，同一

被検者を診ることの不可能さから，その見解は，

限られた範囲を出ていないものである．また上顎

のデータも少ない．

　私共は，智歯に対する経時的な観察を行うべく，

一連の調査を報告してきたわけだが，約一ケ年間

の間隔をおいて歯科学生の智歯がどう変化，推移

するかを括めたものである．レ線像でも，デンタ
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表10上下顎左右に一歯のみ萌出している智歯数の構成

旦 1～III IV 計

部 10 5 15

粁
㌣ 3 3

㌔ 4 6 10

器
畔 6 1 7

誌
牛 2 1 3

十
十
、 3 1 4

牛 21 4 25

干
十
十
十
合計 67

巳 1～III IV 計

器 12 8 20

平 1 3 4

雫 2 2

甜
基 1 1 2

平 16 3 19

十
牛
工 7 7

子 2 2

十
斗
→ 19 4 23

十
十
十
合計 79

可 1～HI IV 計 口 1～HI IV 計

器 9 9 器 10 10

計 6 6 伴
坐 十 3 3

計 1 1 ポ 2 2

瑞 1 1 讃 1 1

平 平
㎞ 7 3 10 十 9 1 10

計 1 1 牛
十 十 2 2

計 蹄
斗 ％ 1 1

斗 斗
十 十
十 38 1 39 十
十 十 37 4 41

十 十
合計 67 合計 70

レ線上にQ」のみ
存在の萌出歯

レ線上に≦】のみ

存在

25

40

レ線上にQのみ
存在の萌出歯

レ線上にQのみ
存在

23

40

レ線上にて汀のみ

存在の萌出歯

レ線上にて刃のみ

存在

39

67

レ線上に「dのみ

存在の萌出歯

レ線上に「dのみ
存在

41

59

ルの他，オルソパントモ像を併せ観察し得るし，

口腔内カラー写真，石膏模型も容易に参考資料と

でき，それらの計測を含めて調査を進めている．

　ここに，今回の成績を要約すると共に，前1～m

報の結果と比較し、考察を加えてみる．

　A）レ線上における智歯の存在状態は，器の

ごとく全歯をみるものと，十が全く認められない

例が最も多く，これに反して十，十のごとく

対角線的にあるもの，および誹一，一陪と片側上

下にあるものが少ない傾向は変っていないのを

知った．

　これらの成績は，前報における器…407例，辛

…174例が多く，砧…130例，平…84例が目立っ

たこと，ならびにでP…14例，％…20例，剖一

…19例，一陪…25例が少ない傾向と同様である事

を知った．

　B）萌出智歯の部位別存在

　レ線像上の智歯，計626歯（p」…152歯，U⊇

…149歯，司…160歯，「d…165歯）の萌出状態

は上顎では58％を占める萌出度を，下顎では36％

の完全萌出を見ている．すなわち下顎では半埋状，

完全埋伏が多くみられた．この成績は前報の計，

上顎萌出65％（1492歯中973歯），下顎における41％

（1618歯中663歯）の萌出と同様であった．

　しかしながら，レ線像上の各部位に多く存在す

るものが比較的多数発現するとは，一概に言及し

がたいものがあり，各歯牙の存在と萌出は必ずし

も平衡していないのを知った．たとえぽ，上下顎
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左右に一歯のみ萌出している智歯数の構成は（表

10），≦⊇」…計67歯（器…1sts，1！8－…3歯，㌔

…10歯，平…7歯，牛…3歯，％…4dV　，叫一

…25歯），匡≧…計79歯（8悟…20歯，8十旦…4歯，

2悟…2歯，d9…噛，平…19歯，一陪…噛，

司旦…2歯，一ヨ旦…23歯）て5］…計67歯（留号…9

歯，計…6歯，罰σ…1歯，認…1歯耐ひ・・10

歯，斗一…1歯，司一…39歯）「て）一…計70歯（器

…10歯，帯…3歯，縮…2歯，瑞…1歯吋σ

…1噛，一音…2歯，『σ…1歯，ヨσ…4噛）の

ごとくバラツキが目立った．ただ，上下左右のレ

線上に一歯のみ存在する例の萌出は，一Ω」部で40

歯中25歯，L⊆≧部で40歯中23歯，て刃部で67歯中

39歯，「5部で59歯中41歯と，なぜか萌出が多く，

62．5％，57，5％，58％，69．5％の発現をみている．

　C）萌出の程度と根の完成，未完成の関連につ

いては，萌出歯に約3％の未完成を，完全埋伏歯に

約46％の未完成をみる結果を得た．

　これは前報までの計，萌出歯の根未完成，約

4．4％（1622歯中72歯），完全埋伏歯の根未完成24％

（795歯中192歯）の成績と同様，完全埋伏歯に根

未完成のものが多いことに変わりはないが，

46％：24％と今回調査で根未完成がほぼ倍増して

いる結果を示している（表5）．

　D）上下顎における智歯の近心傾斜および水平

と，垂直方向を計測した結果は，近心傾斜と水平

を示すものは下顎に多く，一方，垂直方向は上顎

に多かった．この成績は，前報の近心傾斜と水平

が，上顎135歯に対し，下顎741歯を示したこと，

また垂直が上顎1178歯に対し，下顎803歯であった

ことと同一傾向であった．なお，柳沢19），河本4），

松島2°），飯島21）らも，本調査の下顎智歯傾斜と同じ

傾向を報告している．

　E）智歯に対する修復活用状況は，金属充墳，冠

装着，および支台歯，レジン充填の順であった．

626歯中，萌出，半埋伏の計415歯，うち85歯（上

顎35歯，下顎50歯）が処置されているわけで，ほ

ぼ20％に当る．前報までの成績で，3110歯中，萌

出，半埋伏の計2242歯，うち371歯（上顎138歯，

下顎233歯）が，すなわち，ほぼ16％が処置されて

いる結果にくらべると，智歯処置がやや増加して

いるようである．ちなみに前報までの萌出歯2242

歯中にみられなかったレジン充填が，今回415歯中

に16歯（上顎2：下顎14歯）認められたことは注
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目すべきであろう（表6）．

　F）なお，智歯以外の先天欠如は，今回調査で

は，2」，i］，「丁部に各1歯をみたが，この成績

は1．1％に当っている．前報までの先天欠如の計

48（54」部…3歯，坦部…16歯，LE15一部…2歯，

i珂部…8歯，蔀…11歯，「45一部…8歯）歯，1287

名中3．7％の成績よりやや少ない結果であった．

　一方，智歯以外の埋伏歯（過剰埋伏を含む）は

今回の1土旦部…6歯，垣部…1歯，L9一部…1歯，

5］部…1歯，計9歯の出現は，前報における計21

歯（9」部…2歯，」題」部…3歯，3土ユ部…7歯，

L9一部…4歯，『菌］部…3歯，「有部…2歯）に比

し，3．3％：1．6％と，やや多く発現していた（表

7）．発現パーセントはともかく，先天欠如は22

歯：29歯と下顎に多く，埋伏は24歯：6歯と上顎

に多い傾向には変わりはなかったものである．

結 語

　歯科臨床実習学生における智歯の萌出状態，そ

の他と，一ケ年の経日的推移を昭和52年度よりの

調査成績と比較し検討した結果，

　1．智歯存在の部位別16組合せと，萌出状態で，

8陪のごとき全歯存在と全歯萌出と，≡仁全歯欠

如が多く認められ，これに対し，てP，％と対

角線上に位置する例，あるいは暑ト，一暢のごと

く，同側上下顎にあるものは少なかった．

　2．しかし，レ線像上の智歯存在（萌出，半埋

伏，埋伏歯を含む）と，萌出状態は全く平衡を欠

きバラツキが明らかに示されている．ただ，上下

左右のレ線上の一歯に多萌出を見た．

　3．萌出歯における歯根の未完成度が，前報ま

で4．4％，今回第IV報で，3％と差が少ないのに対

し，完全埋伏歯の根未完成が，前報までの24％に

比し，第IV報の計で46％と根の未完成が多くなっ

ているのを知った．

　4．智歯の植立は，上顎に垂直方向が多く，下

顎に近心傾斜および水平を多くみており，前報ま

での傾向と同様な結果をみている．

　5．智歯の修復活用は，前報にくらべ，やや多

くなり，特に従来みられなかったレジン充填の16

例を数え得た．

　6．智歯以外の先天欠如は，前報までの計で

3．7％を下まわり，1．1％と少ない発現をみ，また

智歯以外の埋伏歯をくらべると，前報までの計で，
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1，287名中21歯に比し，266名中9歯とやや多く発

現していた．

　7．前報までの成績で，3，110歯の智歯が臨床実

習期間中に613歯（19．7％）抜去され，今回の成績

では，626歯のうち135歯（21．6％）が抜去されて

いた．歯科大生の実習という環境にあっても，消

炎処置なしの抜去が135歯中130歯におよんでいる

ことは注視したい．

　ちなみに，前報までの計では，垂直方向智歯64％

（1，981歯／3，110歯），今回でも垂直方向の智歯が

65％（404歯／626歯）を占めていた成績を得ている．
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